























加速して 1945 年までに日本は東三省で木材１億㎥以上を濫伐した。3）1987 年には大興安嶺の大規模
中国東北地方の水資源と環境―遼河流域を中心に―
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　松花江流域では、1960 年代末から 70 年代にかけて水銀汚染事件が発生し、その後の対策によって
一定の安定を見ているが、依然として流域に沈殿している水銀は 57.7㌧に達し、潜在的な危機は去っ





















では極限値に近づいている。20）2001 年から 08 年の状況を見ると、渾河への石油類の排出は、遼河流
域の 80％以上を占め、重金属の排出量も多い。21）水不足は汚染物質の濃度を高める。より多くの水
資源確保が求められる中で、21 世紀初頭の渾河には年平均 24.04 億㎥の地表水が流れ、地下水は平
均 16.66 億㎥となっている。22）地下水への依存度が高く、過剰な汲み上げににより瀋陽・遼陽・通遼
などの地域では地下水位の低下を生んでいる。遼河流域の水資源開発利用率は 21 世紀初頭には 71％
に達し、降水量の偏りもあって 2000 年以降断流が現れ始めた。2000 年の断流は 138 日、2001 年には












製ダムを 11 ヵ所建設した。合計して貯水面積は 10.67㎢、総貯水量は 2,805 万㎥で欠水解消に一定の
貢献をした。しかし、2010 年に遼河に中程度の洪水が発生したとき、その水を貯めることができず、
その後も表面積が大きい平原型ダムであるため蒸発量が大きく、河道での浸透なども加わって水不足
解消の決定的手段とはなっていない。26）逆に上流にある 100 ヵ所近いダムが流れを遮り､ 降水量の少
なさとあいまって、河流の水文生態効能が維持できないという声もある。27）
　工場廃水の他に、生活排水も水汚染の大きな原因となっている。遼河の中下流域には鉄嶺と盤錦と
いう工業都市がある。2006 年の両都市の工場廃水と生活汚水の排出量は 12,061.5 万㌧で生活汚水が




が 109 ヵ所建設され、１日当たり約 554.12 万トンの処理能力を持っているが、実際に処理されてい









海水養殖面積は 1986 年の 1.09 万㌶が 1995 年に 2.39 万㌶、2000 年には 3.27 万㌶と増えた。淡水養殖
面積は 1986 年の 0.63 万㌶が 1995 年に 1.90 万㌶、2000 年には 2.08 万㌶と増えている。31）河口にある
盤錦市は、人口が 26 年間で 39.2 万人増加し、工業・農業ともに発展してきた。32）工業面では、全国
第３位の遼河油田の開発が進む中で、油管の破裂や井噴の漏泄などによる油汚染事故が発生して蘆葦
の汚染と生産力低下を生み、1988 ～ 98 年の間に農田 287.19㎢を開いた結果、保護区内の蘆葦の成長
に悪影響を及ぼすなど、開発と環境の間の矛盾を表面化させた。33）遼河の下流に位置する盤錦市は一
人平均の用水量が 1,055㎥で全国平均より多いが、一方で水資源の浪費現象も目立っている。34）





窒素が 0.08㎎／㍑増加して 1.80㎎／㍑となり、亜硝酸塩窒素が 0.052㎎／㍑増加して 0.19㎎／㍑となり、
硝酸塩窒素が 0.68㎎／㍑増加して 1.94㎎／㍑になるなど非点源汚染は増加し続けている。36）
　遼河中下流域での農薬使用量が、1986 年の 1.57 万㌧から 2000 年には 2.2 万㌧に、化学肥料の使用




は集約化された飼育場が 396 ヵ所あり、放出された畜禽の糞便 7,200 万㌧以上が地表の流路を通して
河流に入っており、39）主要な汚染源となっている。この地域の農村部の生活汚水は年間1.7億㌧に近く、

















河長は 524.3㎞、Ⅴ類水の河長は 471.8㎞、劣Ⅴ類水の河長は 1,226.5㎞となっている。また遼河の柳河
口以下の総評価河長は 1,299.6㎞で、Ⅲ類水以上の良質な河長は 303.5㎞で 23％であるのに対して、有




























































（８）柳河口人工湿地→ COD は 40㎎／㍑、BOD は 14㎎／㍑の水質で、約３㎢の人工表面流湿地の
土着種を中心に栽培する。５日間水を留めてアンモニア窒素が５㎎／㍑以下、COD が 30㎎／㍑以下
になってから水を外に流す。
























































































































２）同前書、225 ～ 226 頁。
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